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Ⅲat c b e r と T h u r st o n は 1 9 8 5 年 の論文で ､ 3 次元球面の 2 橋結び目補

空間内の圧縮不可能な曲面を分類し ､ そ の標準的な形状を記述した ｡

この論文で用い られた手法は ､ 2 橋結び目と4 点で交わ る2 次元球面

によ る曲面 の 断面を考え ､ こ の 2 次元球面を動か した とき の断面の

変化 を追跡する ことにより ､ 曲面を復元する という もの である ｡ 断

面の様子の全体の なす空間で ある
"

di a g r a m
"

は こ の 手法の 中心であ

り､ 曲面の 圧縮不可能性は変化の ｢ 極小性｣ に反映され て い る ｡ ま

た ､ F l o y d と H a t c h e r は 19 8 8 年の論文で ､ こ の手法を3 次元球面の 2

橋絡 み目補空間内の 圧縮不可能な曲面の分類に拡張して 用 いた ｡ 絡

み目の 場合で は ､ 断面 の様子の 全体の なす空間は 3･ 次元の 空間であ

り､ - こ の論文では 3 種類の 2 次元断面 を用 い て い る ｡ さ らに ､ F壬o y d

と H a t c h e r は 1 9 8 2 年の論文で , 円周上の 1 点穴あき ト
ー ラ ス束内の

圧縮不可能な曲面の分類に も拡張 して用 いた ｡ こ の場合 ､ 曲面 の各
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フ ァイ バ
ー と の交わりを考え ､ そ の様子 のなす空間での移動を追跡

して い る ｡

2 橋結び目 ･ 絡み 目の場合の手法の自然な拡張は ､ 円周上の 4 点穴

あき球面束内の圧縮不可能曲面を分類する こ とである ｡

_
実際 ､ 19 8 8

年の 論文の R e m a r k で は ､ 拡張 した手法 での 曲面 の分類の可能性 に

言及 してお り ､ そ れに必要と思わ れる断面 の様子の空間に つ い て解

析した未尭表の論文を作成し､ それを引用 して いろ. 4 点穴あき球面

束の場合に必要 となる断面の様子の 空間は 5･ 次元の 空間で あり､ こ

の未発表の論文はその･2 次元の断面を3 1 種類掲載して い る ｡

上 に挙げた各論文では ､ 曲面に対して連結性を要求して い率い o 本

論文で は ､ 円周上 の 4 点穴あき球面束内の圧縮不可能曲面のうち ､ そ

れぞれの穴 に同じ枚数の 曲面の境界付近が集まる 2 橋結び目型の 曲

面に つ い て ､ 連結性 と向き付け可能性 の判定条件を与えた o 曲面 を

その標準形のひね り部分で切断し ､ い く つ かの平行な曲面にして ､

れ らに順 に番号を振 る ｡ 切断したひねり部分を元に戻す作業は ､

､-
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｣

､
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の 番号 の 集合の 同値関係を与える ｡ こ の 同値関係を2 面体群を用 い

て記述し ､ さらに番号 1 を含む同値類を調 べ る ことにより ､ 向き付け

可能性の判定条件も与えた ｡

また ､ 種数がo ( 向き付け可能な ら穴あき球面) また.は 1 ( 向き付

け可能な ら穴あき ト
ー ラス ､ 不可能な ら穴あき射影平面) の 圧縮不

可能曲面を実際に分類 した ｡
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